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審 査 の 結 果 の 要 旨
　熱帯沿岸部における顕著な降水の日変化については以前からの陸上観測や衛星観測などで観測事実として
把握されていたが、そのメカニズムの重要な鍵を握る沿岸海上の実態については詳細な観測がなかった。こ
の研究では海上で重要な役割を果たしていると思われていた冷気流の実態とその性質を、船舶による観測と
数値モデルによる実験で明らかにしたものであり、熱帯沿岸部における降水の日変化の理解を大きく進展さ
せる。この研究により明らかになった降水の日変化のメカニズムは、海峡における降水だけでなく、海洋大
陸などで広く見られる沿岸海上の降水の日変化を理解する上でも重要な知見である。また極めて先進的な観
測手法である船舶による GPS可降水量の観測について、洋上においてゾンデとの平行観測を実施して検証
し、陸上とそれほど変わらない高い精度を持つことを実証したことは、海上気象観測の高度化に大きく貢献
するものと思われる。これらのことから博士の学位を授与するに相応しい業績と判断できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
